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・柔軟な高分子ゲル微粒子の圧縮挙動を世界で初めて直接可視化・定量化
・気水表面における粒子配列の秩序化により、泡の貯蔵安定性の向上を実現

2-2. 水系沈殿重合法によるゲル微粒子の合成 2-3.柔らかさの異なるゲル微粒子の合成

1-2.ゲル微粒子の界面挙動に対する理解と課題

2-1.ゲル微粒子の圧縮挙動の直接可視化

1-1. コロイド界面化学におけるゲル微粒子

1-3. 本研究の目的



2-6. 大粒径粒子の活用による超高圧縮領域の可視化

2-8.帯電状態の異なるゲル微粒子の界面構造

2-10. 各pH条件における単一粒子の形状変化

1. 蛍光顕微鏡搭載型のLangmuirトラフを活用し、ゲル微粒子の圧縮挙動を初めて可視化・定量化した。乾燥基板上と異なり、気水表面で
は架橋度の有無によらず、配列秩序性を維持する。

２. 巨大ゲル微粒子の合成・活用により、単一粒子の形状解析が可能となり、高圧縮下での配列秩序性の低下と単一粒子の多角形化の構
造変化がゲル微粒子単層膜の圧縮弾性率の上昇に寄与することを見出した。

３. 強く帯電したゲル微粒子(高分子電解質ゲル微粒子)では、気水表面において高い配列秩序性が確認され、1日以上安定したゲル微粒
子安定化泡を作ることが出来た。
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3. 結論

2-5.巨大ゲル微粒子の合成2-4. 気水表面と基板上の構造は必ずしも一致しない

2-7.圧縮下における単一粒子の形状の定量化

2-9.圧縮に伴う配列秩序構造の比較

2-11.界面における粒子の配列性と泡の貯蔵安定性


